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気になる本、
図書館で
見つけてみませんか

ぎょうだ電子図書館の魅力
✿こんな人におすすめ✿

ぎょうだ電子図書館のページへ

1度使えば分かる！

借りてみよう！

図
書
館
の
知
っ
て
お
き
た
い
キ
ホ
ン

利
用
で
き
る
人

市
内
在
住・在
勤・在
学
の
方
、

熊
谷
市・鴻
巣
市・加
須
市・羽
生

市
在
住
の
方
が
利
用
カ
ー
ド
を

作
成
で
き
ま
す
。

電
子
図
書
館

市
内
在
住
で
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
を

お
持
ち
の
方
は
す
ぐ
に
利
用
で
き
ま
す
。

市
内
在
勤・在
学
の
方
は

図
書
館
で
電
子
図
書
館
の

登
録
が
必
要
で
す
。

蔵
書
数

蔵
書
数
は
約
31
万
冊
で
す
。

県
内
の
市
町
村
立
図
書
館
の

う
ち
30
万
冊
以
上
の
蔵
書
が

あ
る
図
書
館
は
29
館
。本
市
は

県
内
で
も
有
数
の
蔵
書
数
を

誇
り
ま
す
。

開
館
時
間

休
館
日
は
基
本
的
に

月
曜
日
、そ
の
他
月
末

な
ど
館
内
整
理
日
が
あ

り
ま
す
。開
館
時
間
は

午
前
9
時
か
ら
午
後
7

時
ま
で
で
す
。

ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

図
書
館
が
閉
ま
っ
て
い

る
時
で
も
、資
料
を
返
せ
る

場
所
で
す
。

・
図
書
館
入
口
横
2
カ
所

・
J
R
行
田
駅
観
光
案
内

所
前（
C
D・D
V
D
、紙

芝
居
は
返
却
不
可
）

借
り
ら
れ
る
冊
数

本
、雑
誌
、カ
セ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
は
合
計
10
冊
ま

で
、紙
芝
居
は
合
計
5

組
ま
で
、視
聴
覚
資
料

（
C
D・D
V
D
）は
合

計
4
点
ま
で
借
り
ら
れ

ま
す
。

貸
し
出
し
期
間

貸
し
出
し
期
間
は
全
て
2
週
間
で
す
。

延
長
し
た
い
場
合
は
、返
却
時
に
予
約

が
入
っ
て
い
な
い
な
ど
の
条
件
の
も
と

「
再
度
貸
出
」が
可
能
で
す
。

利
用
登
録
申
請
書
を
記
入
し
、

氏
名・住
所
が
確
認
で
き
る
も
の

を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
で

す
ぐ
に
発
行

1度使えば分かる！

フリーワード検索 新着資料など ジャンルで探す

自宅で気軽に
本を読みたい

小説、料理本、スポーツ、
医療など幅広く、必要な
時にすぐ読書が可能。

作品によっては文字サイ
ズの変更や音声読み上げ
メニューも。

ガイドブックは旅行先で
も荷物にならず便利。

絵本シリーズ、児童書、ノ
ベライズなども充実。

紙の本は字が
小さくて読みにくい

外出先で急に
ほしい資料ができた

子ども向け作品を
探している本を読みたい本を読みたい本を読みたい

小説、料理本、スポーツ、小説、料理本、スポーツ、

小さくて読みにくい

気になる言葉や資
料名、作者名で検索
が可能です。

貸出ランキングや
特集など図書館か
らのおすすめはここ
で確認できます。

歴史、文学、児童な
どのジャンルに分
けられています。

読み方の設定など詳細は
利用ガイドを参照

プ
ロ
ロ
ー
グ

　行
田
市
立
図
書
館
は
昭
和
45
年
12
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
水

城
公
園
の
南
端
に
位
置
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
15
年
5
月
、

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」
内
に
再
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
一
新
し
て
か
ら
20
年
、
そ
し
て
、
電
子
図
書
館
開
設
か

ら
2
年
が
経
っ
た
図
書
館
は
、
市
民
に
と
っ
て
最
も
身
近
な

知
識
の
場
で
あ
り
、
利
用
し
や
す
い
環
境
へ
年
々
サ
ー
ビ
ス

も
向
上
し
て
い
ま
す
。
図
書
館
を
活
用
し
て
も
っ
と
読
書
に

夢
中
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

・「利用者ID」
利用カード表面のバーコードの下に
書かれている利用者番号７桁（ハイフ
ン不要）を入力。

・「パスワード」
最初に利用する時に仮パスワード（ご
自分の生年月日８桁）を入れてログイ
ン。その後パスワードを変更する。

トップページ左側（スマートフォンからの場合右上）にあるログインから

【利用案内】
•1人2点まで
•2週間まで

【借り方】
読みたい本の「借りる」を選択し、「読む」からすぐに読書を
始められます。※貸し出し中の場合は「予約する」ボタンが
表示されます。

【返却の仕方】
「読む」の下の「返す」で返却できます。※返却手続
きをしなくても利用期限が切れると自動で返却さ
れます。

ぎょうだ電子図書館 

1ログイン

2 3 4本を見つける

実際に
本を借りる

2
31

4

読むをクリックすると電子書籍
ビューワが開き、資料を読むこ
とができます。
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行田市立 図書館大解剖

▶問い合わせ　行田市立図書館☎556―4227

全てを知って、
使いこなそう

　絵本を開く楽しさを親子で
感じてもらおうと2カ月～1
歳未満のお子さんと保護者
に、絵本の読み聞かせや育
児のアドバイスをし、絵本の
セットを手渡しています。実施日時：毎月第1・第4水曜日

　　　　　午前10時～正午

／

毎月イベントが盛りだ
くさん！／

絵本との出会い
ブックスタート

　ボランティアによるおはなし会、英語であそぼうなど図書館
ではたくさんのイベントを開催しています。
　また、毎月第2日曜日は子ども映画会を、第4日曜日には図
書館シネマ倶楽部として
「大人も楽しめる映画」を上
映しています。

おはなし会や上映スケジュールをチェック

　新着資料や貸出ベスト、
予約ランキングなど最新情
報がいっぱい。「子どもペー
ジ」では子ども向けのおす
すめ本を紹介しています。

充実したホームページ

　イベントなどで本の貸し
出しや読み聞かせを行いま
す。月に一度はちまんマル
シェに運行し、本の閲覧、
貸し出し、不要になった雑
誌の販売などを行っていま
す。（雨天中止）

移動図書館　たびりん号

　子ども読書活動推進のた
め、図書館から遠い地区に
ある小学校８校を毎月１回ず
つ巡回し、児童書を中心に
貸し出しを行っています。

よしきり号

行田市立図書館 子どもページ

　イベントなどで本の貸し
出しや読み聞かせを行いま
す。月に一度はちまんマル
シェに運行し、本の閲覧、
貸し出し、不要になった雑
誌の販売などを行っていま

移動図書館　たびりん号

よしきり号

教育図書
コーナー

学
習
閲
覧
席（
7
席
）

閲覧専用席（19席）

新聞・雑誌
コーナー

学習室

郷土・
参考資料室

こどものゾーン

おはなしの
へや

ミーティングルーム

学習専用席（28席）

学習閲覧席
（5席）

AV

AV

AV

検索機

WC
（男）

多目的
WC

WC
（女）

WC
（こども）

展示コーナー

談話コーナー

喫茶コーナー

ブックポスト

入口

入口

ブックポスト

貸出・返却カウンター

本
日
の
返
却
本

りんごの棚

レファレンスコーナー インターネット
コーナー

1

1

新聞・雑誌コーナー
新聞12紙、雑誌約120種類を用意

しています。

2

2

学習室
学習専用席が28席あり、静

かな環境で学習ができる場所
です。利用の際には郷土・参考
資料室レファレンスコーナーで
手続きが必要です。

3

3

郷土・参考資料室
郷土資料を中心に約1万6,000
点所蔵しています。どなたでもご覧
になれます。
※貸し出し不可

4

4

インターネットコーナー
郷土・参考資料室にパソコンを2台設置しています。利
用の際には郷土・参考資料室内のレファレンスコーナー
で手続きが必要です。※1回30分、1日2回まで

5

5

りんごの棚
りんごの棚は、スウェーデ
ン発祥の「全ての子どもが
読書を楽しめる場所」です。
誰もが本を楽しめるよう、さ
わる絵本や大活字本など幅
広く用意しています。

7

7

検索コーナー

拡大読書器▶

探している資料の配架場
所や貸し出し状況を確認す
ることができます。

8 AVコーナー
視聴覚資料（CD・DVD）約6,000点を所蔵し、貸し出

しを行っています。

9

9

今日の返却本コーナー
誰かが借りた本はなぜか気になるもの。今

まで触れてこなかった新たな知識や発見があ
るかもしれません。

12

12

こどものゾーン
約8万冊の児童書を所蔵しています。奥にあるおはなしのへ

やでは、定期的におはなし会を開催しています。普段は自由に
入れて、本や紙芝居を楽しむことができます。　　

11

11

教育図書コーナー

10

10

閲覧専用席

約6,300冊の教職員向けの本や、
子育て、教育に関する本を所蔵。学
習閲覧席も7席あり、これだけの蔵
書数やスペースを備えている図書
館は県内でも貴重な存在です。

窓際の明るい席
で読書を楽しめる
閲覧席は19席あり
ます。

6

6

展示コーナー
来館者を最初に迎え入れる
展示コーナー。「今月のテーマ
展示」として毎月さまざまな
ジャンルの本が紹介されます。
市内小・中学生が作ったポップ
（本の紹介）など見応えのある
展示が魅力です。

雑誌広告を募集しています
「雑誌スポンサー制度」とは、雑誌の購入
費用を負担していただき、雑誌
の最新号に掛けるカバーにス
ポンサーが広告を掲載するも
のです。

8

貸出カウンター



2024.3� 市報 ぎょうだ 67

行政のお知らせ

　市ではこれまで、10年間を計画期間とする総合振興
計画を策定し、まちづくりを進めてきましたが、複雑多
様化する住民ニーズや急速に変化する社会情勢に、より
柔軟に対応できるよう、総合振興計画に代わる新たな「基
本構想」の策定を進めています。

▶基本構想とは　
　市の目指すべき将来像を描き、その実現に向けた各分
野の施策の方向性や重点施策を示したもので、計画期間
は4年間とする予定です。

　市が作成する素案に対して監修していただくため、ア
ドバイザリーボードを設置し、次の5人を委員に選定し
ました。

（敬称略・50音順）

　身近な方が亡くなられた際の市役所手続きは多岐にわ
たり、遺族の方の大きな負担となっています。
　「行田市おくやみ窓口」では、亡くなられた方の必要
な手続きを事前に調べてご案内するとともに、ワンス
トップで多くの手続きの受付・説明を行います。

▶�利用対象　死亡時の住民登録地が行田市だった方の遺族
▶予約開始日　3月4日㈪
▶利用開始日　3月13日㈬
　※実証的運用期間としてスタートします
▶利用枠　1日2枠(①午前9時30分②午後2時）
▶設置場所　市民課窓口
▶おくやみ窓口でできる手続きの一例　
　・世帯主の変更
　・葬祭費支給申請(国民健康保険、後期高齢者医療)
　・相続人代表者指定届書の提出
　・介護保険の手続き
▶�申し込み　利用希望日の6開庁日(日曜開庁を除く)前
までに電話で市民課へ予約してください。
▶問い合わせ　同課窓口グループ(内線244)

　マイナンバーカードを利用して、住民票の写しや印鑑
登録証明書などを全国のコンビニエンスストアなどのキ
オスク端末(マルチコピー機)で取得できるコンビニ交付
サービスを提供しています。
　3月、4月は市民課窓口が大変混雑し、お待ちいただ
く時間が長くなりますので、各種証明書の取得には、簡
単・便利なコンビニ交付サービスをご利用ください。
なお、コンビニ交付なら窓口より50円�
お得に証明書が取得できます。
　キオスク端末の操作方法など、詳しくは
市ホームページをご覧ください。

▶�利用可能な時間帯　午前6時30分～午後11時(戸籍
全部事項証明書・戸籍個人事項証明書および戸籍の附
票は、平日午前9時～午後5時)
　※年末年始およびメンテナンス時を除く
　※�本籍が行田市で、住所が行田市以外の方が、戸籍の

証明書を取得するには事前登録が必要

　スポーツ推進委員(長野地区)の伊藤佳代子さんが、令
和5年度全国スポーツ推進委員連合功労者表彰を受賞し、
その報告のため、1月29日に市役所を訪問しました。
　伊藤さんは、スポーツ推進委員として長きにわたり、
本市および地域スポーツの指導者として生涯スポーツの
普及振興に尽力し、その活躍と功績が高く評価され同表
彰の受賞となりました。

▶問い合わせ　生涯学習スポーツ課(内線5318)

　行田市から市外へ引っ越しをする際には、市役所へ転
出届を提出する必要があります。この転出届を、マイナ
ポータルを通じてオンラインで提出することで市役所へ
の来庁が原則不要になります。3月、4月は引っ越しに
伴う届け出が増加し、窓口でお待ちいただく時間が長く
なるため、ぜひご利用ください。
▶�利用できる方　電子証明書が有効なマイナンバーカー
ドをお持ちで、国内での引っ越しをする方
▶対象　次のいずれかに当てはまる方
　・本人が引っ越す場合
　・本人と同一世帯員が引っ越す場合
　・本人以外の世帯員が引っ越す場合
▶�その他　マイナポータルを通じて転出届
を提出した後は、別途、転入先市区町村
の窓口で転入届などの手続きが必要です。
▶�問い合わせ　市民課住基ネット・マイナ
ンバーカードグループ(内線247）

　市では、男女共同参画社会を実現するため、推進プラ
ンに基づく目標を定めており、その達成状況を評価する
とともに、男女共同参画の推進に関する重要事項につい
て調査、審議していただく委員を募集します。
▶�応募資格　18歳以上で、市内在住、在勤または在学
しており、平日昼間に開催する会議に出席できる方。
ただし、次の方を除きます。
　（1）�応募日現在、本市の他の付属機関などの委員になっ

ている方
　（2）市職員および市議会議員
▶募集人員　3人
▶�任期　委嘱した日から令和8年3月31日まで
▶�応募方法　VIVAぎょうだで配布している専用応募用
紙(市ホームページからダウンロード可)に必要事項
を記入の上、3月22日㈮(必着)までに持参、郵送、
FAX、Eメール、行田市電子申請・届出サービスのい
ずれかの方法により提出してください。
　【持参・郵送】〒361―0032　行田市佐間3―23―6
　行田市男女共同参画推進センターVIVAぎょうだ
　【FAX】556―9310
　【Eメール】viva@city.gyoda.lg.jp
▶選考方法　書類選考の上、決定します。
▶問い合わせ　同センター☎556―9301

　4月7日㈰は、陸王杯第38回行田市鉄剣マラソン大会
の開催に伴う交通規制のため、市内循環バス「観光拠点
循環コース」の第1便から第4便および「東循環コース」
の第2便から第4便を運休します。
　また、交通規制などに伴う運行の遅延も予想されます
が、ご理解とご協力をお願いします。
▶運休となる便　
【観光拠点循環コース】出発場所：JR行田駅前

▶取得できる証明書と手数料　

▶問い合わせ　市民課(内線242)　
▶�問い合わせ　生涯学習スポーツ課☎556―8336また
は交通対策課(内線284)

【東循環コース】出発場所：忍城バスターミナル

▶策定スケジュール　

▶行田市基本構想アドバイザリーボード　

▶問い合わせ　企画政策課企画政策グループ(内線312)

死亡関連手続きをサポートする�
おくやみ窓口を開設します

証明書の取得にはコンビニ交付
サービスをご利用ください

伊藤佳代子さんが全国スポーツ推
進委員功労者表彰を受賞しました

マイナポータルからオンラインで
転出届を提出できます

行田市男女共同参画推進審議会の
委員を募集します

鉄剣マラソン大会開催に伴い市内
循環バスを一部運休します

環境基本計画の策定スケジュール
を変更します

　令和5年度に策定を予定していた「第3次行田市環境
基本計画」は、内容の見直しの必要性が生じたため、策
定期間を延長し令和6年度中に策定することとなりまし
た。
　このため、計画案を修正後、改めてパブリックコメン
トを行う予定です。
▶問い合わせ　環境課環境グループ☎556―9530

氏　名 役職など

関根　正昌 株式会社埼玉新聞社代表取締役社長

根本　要 スターダスト☆レビュー
（行田市出身）

長谷川　真一 学校法人ものつくり大学理事長

深町　加津枝 京都大学大学院准教授
（行田市出身）

政所　利子 株式会社玄代表取締役

便　名 出発時刻
第1便 午前8時5分

第2便 午前9時5分

第3便 午前10時5分

第4便 午前11時5分

便　名 出発時刻
第2便 午前8時26分

第3便 午前9時57分

第4便 午前11時23分

証明書の種類 コンビニ交付
の手数料

窓口の手数料
(参考)

住民票の写し 150円 200円

印鑑登録証明書 150円 200円

所得課税証明書 150円 200円

戸籍全部事項証明書・
戸籍個人事項証明書 400円 450円

戸籍の附票 150円 200円

行田市長に受賞したことを報告する伊藤佳代子さん（左）

学生や各種団体との意見交換

行田市基本構想アドバイザリーボード
による監修

市議会に議案上程

素案作成

市民意見募集(パブリックコメント)

策定・公表

１
月
～
３
月

3
月
～
6
月

7
月

9
月

市民アンケート調査

総合振興計画に代わる新たな基本構想を策定します

マイナポータル
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　エネルギー・食料品価格などの物価高騰の家計への影響が特に大きい住民税均等割のみ課税世帯に対して、住民税
均等割のみ課税世帯価格高騰重点支援給付金(追加分)を支給します。対象となる世帯には、3月上旬以降に案内を発
送し、順次支給します。必要に応じて手続きしてください。
　また、18歳以下の児童がいる住民税非課税世帯および住民税均等割のみ課税世帯に対して、価格高騰重点支援給付
金(こども加算分)を支給します。住民税非課税世帯および均等割のみ課税世帯を対象とした価格高騰重点支援給付金
(追加分)を支給した世帯には、支給についてのお知らせを発送しますので、申請手続きは原則不要です。

住民税均等割のみ課税世帯価格高騰重点支援給付金(追加分)
▶支給対象 次の全てを満たす世帯
　　　　　　① 令和5年12月1日時点で本市に住民登録し

ている世帯
　　　　　　② 世帯全員の令和5年度住民税が均等割のみ

課税もしくは非課税の方と均等割のみ課税
の方で構成される世帯

▶支 給 額 1世帯当たり8万円
▶受付期限 4月30日㈫(消印有効)
▶そ の 他 ・ 令和5年6月2日以降に転入した方がいる

世帯は自身で申請が必要です。申請方法に
ついては、市ホームページをご覧になるか、
福祉課へお問い合わせください。

　　　　　　・ 世帯の全員が、住民税が課されている人の
扶養に入っている世帯は対象外です。

　　　　　　・ 住民税が租税条約に基づき、非課税となっ
ている方がいる世帯は対象外です。

価格高騰重点支援給付金(こども加算分)
▶ 支給対象  住民税非課税世帯および均等割のみ課税世帯

を対象とした価格高騰重点支援給付金(追加
分)を受給した18歳以下の児童がいる世帯

▶支 給 額 18歳以下の児童1人当たり5万円
▶問い合わせ 福祉課(内線332)

　市では、学資金の一部を奨学資金として支
給します。

▶ 受給資格　次の要件を全て満たしている方
　・ 市内に6カ月以上居住し、高校または高

等専門学校に在学している方
　・ 正規の修学年限の勉学に耐えられる方
　・ 修学の意欲があるのに経済的な理由で修

学が困難な方
　・ 同種の奨学資金を受けていない方
▶ 給与金額　月額10,000円
▶ 願書に添付する書類　
　・ 奨学生願書
　・ 奨学生調書(前学年の内容のもの）
　・ 在学証明書（令和6年4月1日以降のもの）
　・ 住民票謄本（令和6年4月1日以降のもの）
　・ 収入のある同居の家族全員分の令和5年

分源泉徴収票または確定申告書控、令和
6年度市県民税申告書控(コピー可)の
いずれか一つ

　・ 同意書
▶ 申込期間　4月1日㈪～ 25日㈭
▶ その他　受給者は、奨学生選考委員会で選
考します(成績や所得などの要件あり）。

▶ 申し込み・問い合わせ　教育総務課総務
グループ☎556―8311

　就職などにより職場の健康保険に加入した方、または退職などに
より脱退した方は、14日以内に届け出てください。行田市の国民健
康保険と職場の健康保険は自動的に切り替わりませんので、必ず届
け出をお願いします。届け出は、本人と同じ世帯の方が行うことも
できます。
　なお、国民健康保険への加入は届け出をした日ではなく、職場の
健康保険を脱退した日までさかのぼります。届け出が遅れると国民
健康保険税も加入月までさかのぼって課税となり、1回の支払い額
が高額になることがあります。
　また、職場の健康保険に加入した日以降に、国民健康保険の保険
証を使って医療機関を受診すると、国民健康保険が負担した医療費
を返還していただくこととなりますのでご注意ください。

▶ 届け出に必要なもの　
　【国民健康保険加入の場合】
　・ 社会保険資格喪失証明書または被扶養者資格喪失証明書のいず

れか1つ
　・年金手帳(20歳～ 59歳の方)
　・顔写真付き本人確認書類
　※ 顔写真付きの本人確認書類をお持ちでない場合は、年金手帳、

通帳などの書類2つ以上
　・個人番号が分かるもの(世帯主と加入する方全員分）
　【国民健康保険脱退の場合】
　・ 新しい健康保険証と国民健康保険証(脱退する方全員分）
　・顔写真付き本人確認書類
　・個人番号が分かるもの(世帯主と脱退する方全員分）
▶ 問い合わせ　保険年金課国保グループ(内線271・272・273）

住民税均等割のみ課税世帯価格高騰重点支援給付金(追加分・こども加算分）
および住民税非課税世帯価格高騰重点支援給付金(こども加算分)を支給します

令和6年度行田市奨学生を
募集します

　市では、おおむね3歳未満のお子さんとその保護者が自由に遊び、他の親子と交流できる施設として、つどいの広場
を市内5カ所に開設しています。
　次の期間、実施場所などが変更となりますので、ご利用の際はご注意ください。

▶変更期間　3月22日㈮～ 4月18日㈭
▶変更期間中に実施するつどいの広場　

※変更期間中は、つどいの広場「さくら」、「ひがし」では実施しません。

▶そ の 他  つどいの広場「さきたま」は、午前9時～正午は保育室・園庭開放、正午～午後2時は子育て相談(電話・
面接)です。※面接は要予約

▶問い合わせ 子ども未来課子ども・子育てグループ(内線262)

はいいいえ

いいえはい

令和5年6月2日～ 12月1日に行田市に転入した方がいますか

令和5年度に住民税均等割のみ
課税世帯価格高騰重点支援給付金
(2万円)を受給しましたか

手続き不要
3月上旬に「支
給のお知らせ」
が届きます。原
則返送不要で
す。

手続きが必要
3月下旬に「確
認書」が届きま
す。必要事項を
記入し、必要書
類を添えて返送
してください。

申請が必要
3月下旬以降に福祉
課で配布(市ホーム
ページからダウン
ロード可)する申請
書に必要事項を記入
し、必要書類を添え
て提出してください。

国民健康保険の届け出はお早めに

つどいの広場の実施場所が一部変更になります

名　称 場　所 開設日時 電話番号

はすのこ 児童センター内
月・火、木～土曜日
午前10時～午後3時

553―2108

みなみかわら 老人福祉センター　南河原荘隣
月～土曜日

午前9時～午後2時
557―0977

さきたま 埼玉保育園(埼玉4595―1)
火・水・木曜日
午前9時～午後2時

559―2433

　近頃、行田労働基準監督署管内でスレートを踏み抜く
ことによる墜落災害が多発しています。スレートとは、
セメントを主成分とした薄い板状の材料であり、経年劣
化したスレートは荷重が掛かることで容易に割れてしま
います。スレートなどの踏み抜きの危険がある屋根上で
作業する場合は、幅30センチメートル以上の歩み板を
設け、屋根の下に安全ネットを設ける、または親綱を設
け要求性能墜落制止用器具を使用するなどの安全対策の
徹底をお願いします。

▶問い合わせ　同署☎556―4195

　交通災害共済は、市民の皆さんが会費を出し合い、加
入者が交通事故により負傷などをした場合、見舞金を支
払う相互扶助制度です。

▶ 対象となる交通事故　国内の道路上で起きた自動車、
バイク、自転車などの交通に伴う接触などの事故(歩
行中の転倒など対象とならないものもあります）
▶ 加入期間　令和6年4月1日から1年間(加入は随時
受け付け）
▶ 加入資格　本市の住民基本台帳に記録されている方
※加入期間中に市外へ転出した場合、効力を失います。
▶会費　年額500円(10月以降の加入は250円）
▶ 申し込み・問い合わせ　交通対策課交通安全グループ
（内線284）

スレート踏み抜きによる墜落災害
が多発しています

令和６年度の行田市交通災害共済
の加入を受け付け中です
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談相種各 （3月15日～4月14日）

相　　談 場　　所 期　　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律（予約制） 産業文化会館
2階会議室

3月26日㈫ ※予約は3月1日㈮から 午前9時30分～正午

地域活動推進課
（内線252）

4月11日㈭ ※予約は3月15日㈮から 午後1時30分～ 4時

行政機関に対する
意見・要望

産業文化会館
2階会議室 3月18日㈪ 午後1時30分～ 3時30分

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日（祝日を除く） 午前9時30分～正午

午後1時～ 3時30分
消費生活センター
（内線495）

結婚相談 コミュニティセン
ターみずしろ 4月14日㈰ 午前10時～正午

NPO法人 行田市結婚
支援センター
☎090―3131―8356

  相続、遺言、離婚、
  日常生活の困り事 VIVAぎょうだ 4月10日㈬ ※予約制 午後1時～ 4時 埼玉県行政書士会埼北

支部☎564―0104

夫婦関係・DVなど
（予約制）

※女性相談員対応
VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日
※ 土曜日は市内在住の方を対象に電話相談
も受け付けます。

午後1時～ 4時
（電話相談は午後1時～ 2時）

VIVAぎょうだ
☎556―9301

人権 忍・行田公民館 4月10日㈬ 午後1時30分～ 3時30分 人権推進課
（内線 221）

税務（予約制）
関東信越税理
士会行田支部
（市役所前）

毎週水曜日（祝日を除く）※予約受け付け
は毎週月・水・金曜日（祝日を除く）の午
前10時30分～午後3時30分

午後1時～ 4時
関東信越税理士会
行田支部
☎554―1411

夜間の納付相談 市役所 毎週火曜日（祝日を除く） 午後5時15分～ 7時 税務課（内線236・237）

水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷） 4月9日㈫　 午後5時15分～ 7時 水道課☎553―0131
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さしあげます

ゆずってください

▷折り畳みベッド　▷スピーカー　▷蛍光灯　▷手芸用生地　▷電子キーボード　
▷電球(LED)　▷庭石　▷ベッド(電動)　▷餅つき機　▷釜戸　▷机と椅子　▷
食器棚　▷椅子(風呂用)　▷セラミックファンヒーター　▷遠赤外線焼肉器　▷
高枝切りバサミ　▷風呂掃除用電動ブラシ　▷一輪車(18インチ)　▷桐たんす　
▷琴　▷三味線　▷石油ファンヒーター　▷タンス　▷ピアノ　▷サンドバッグ

▷テーブル(ソファ用)　▷聴診器　▷プリンター　▷電気スタンド　▷加
湿器　▷テレビ　▷自転車(小学生低学年用)　▷自転車(大人用)　▷ハ
イバックソファ　▷マットレス(セミダブル以上)　▷座椅子　▷電動自転車　
▷体重計　▷電気ポット　▷ロッキングチェア　▷炊飯器　▷トースター　
▷六畳用30型蛍光灯

不
用
品
情
報（
無
料
）

無人航空機の運用を開始しました 春の火災予防運動を実施します市報ぎょうだをスマホやタブレットで
　市では、「市報ぎょうだ」をスマートフォンやタブレッ
ト端末などで、いつでもどこでも読むことができるよう
行政情報アプリ「マチイロ」とウェブサイト「マイ広報紙」
で配信しています。ダウンロードや閲覧は無料ですが、
通信料は利用者の負担となり
ます。
　詳しくは、市ホームページ
をご覧ください。

▶問い合わせ　広報広聴課（内線318）
マイ広報紙マチイロ

納期のお知らせ(3月分)　　
普通徴収(納付書や口座振替で納めていただく方)
・国民健康保険税・・・・・・・・・・・・・9期
・後期高齢者医療保険料・・・・・・・・・・9期
・介護保険料・・・・・・・・・・・・・・・9期

　　　　納期限　4月1日㈪
・市税の納付には、｢安心！確実！便利！｣な口座振替を
　ご利用ください。
・納付の相談は随時税務課で実施しています。
▶問い合わせ　同課(内線236・237)

　市では、一般財団法人自治総合センターが宝くじの収
入を財源に実施しているコミュニティ助成事業を活用し
て、つるまき公園(長野地内)のすべり台を整備しまし
た。
　この遊具は、障がいの有無にかかわらず、安心して遊
べる「インクルーシブ」の考えを取り入れており、誰もが
楽しむことができるように設置したものです。

▶問い合わせ　都市計画課公園グループ(内線5603)

つるまき公園のすべり台を
更新しました

つるまき公園に整備されたすべり台
　消防本部では、災害発生時の迅速な状況把握や情報収
集を目的に2月1日から無人航空機（ドローン）の運用を
開始しました。火災、自然災害などの各種災害や水難救
助などで有効活用し、市民の皆さんの安全・安心に役立
てます。

▶問い合わせ　消防総務課☎550―2119

　3月1日㈮～ 7日㈭は、全国一斉春季火災予防運動実
施期間です。この運動は、火災が発生しやすい時季を迎
えるに当たり、火災予防思想の一層の普及を図り、火災
の発生を防止し、財産の損失を防ぐ事を目的に実施する
ものです。

　2023年度全国統一防火標語
　　「火を消して 不安を消して つなぐ未来」

住宅防火　いのちを守る10のポイント
4つの習慣
・寝たばこは、絶対にしない、させない。
・ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
・こんろを使うときは火のそばを離れない。
・コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。

6つの対策
・ 火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろなどは安
全装置の付いた機器を使用する。
・ 火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的
に点検し、10年を目安に交換する。
・ 火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、
衣類およびカーテンは、防炎品を使用する。
・ 火災を小さいうちに消すために、消火器などを設置し、
使い方を確認しておく。
・ お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法
を常に確保し、備えておく。
・ 防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐ
るみの防火対策を行う。

住宅用火災警報器の設置は義務です
　消防法により、住宅用火災警報器の設置は義務となっ
ています。住宅火災からの逃げ遅れを防ぐため、設置さ
れていない場合は、必ず設置してください。

▶問い合わせ　消防本部予防課☎550―2121

住宅用火災警報器設置に関する
アンケートにご協力を

　消防本部では、住宅用火災警報器の設置率向上を図る
ために、アンケート調査を実施します。消防職員が、任
意抽出した世帯を訪問する場合がありますので、ご協力
をお願いします。訪問時には、必ず立入検査証を掲示し
ますので、ご確認ください。
　なお、消防署が特定の業者に依頼して住宅用火災警報
器を直接販売することや、部屋に入っての確認・点検を
行うことは一切ありません。悪質な訪問販売なども報告
されていますので、ご注意ください。

▶問い合わせ　消防本部予防課☎550―2121

無人航空機（ドローン）の飛行訓練をしている様子
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在宅医療窓口

赤ちゃんクラス (申し込み不要)
日　　時　3月15日㈮午前9時30分～11時
内　　容　お子さんの体重測定や育児相談
対　　象　 4カ月未満のお子さんとその保護者

離乳食(初期)教室（要申し込み）
日　　時　 3月12日㈫午前10時30分～11時30分(午

前10時15分から受け付け)
対　　象　 4～6カ月のお子さんとその保護者（保護

者のみの参加可）

離乳食(後期)教室(要申し込み)
日　　時　 3月13日㈬午前10時30分～11時30分

(午前10時15分から受け付け)
対　　象　 9～11カ月のお子さんとその保護者(保護

者のみの参加可)

乳幼児相談 (要申し込み)　
日　　時　3月11日㈪午前9時～11時
対　　象　 就学前のお子さんとその保護者

乳幼児健診など
事 業 名　 4カ月児健診、離乳食(初期)教室、1歳6カ

月児健診、2歳児歯科健診、3歳児健診
そ の 他　 対象者には通知します。転入されたお子

さんで、前住所地で受診していない方は
健康づくり課にご連絡ください。

　病院に連れて行こうか迷ったときや受診できる医療
機関を知りたいときの全国共通ダイヤルです。また、
県では、「埼玉県AI救急相談」を実施しています。
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0703/aikyukyu.html

 #7119（365日24時間対応）おとなの健康

休日急患診療

期　日 医療機関名 電話番号

3月17日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

3月20日（水) 壮幸会行田総合病院 552―1111

3月24日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111

3月31日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

4月 7日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

4月14日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111

　休日や祝日の急な病気やけがのときは次の医療機関
をご利用ください。

診療時間　午前10時～午後5時
診療科目　内科、小児科、外科
※ 医療機関が変更されることがありますので、事前に
問い合わせてください。

「病気があるが、足が不自由で通院できない」「寝たき
りの家族がいて床ずれが心配」などの相談があるとき
・ 行田市在宅医療・介護連携支援センタ―　
　☎553―2003
・ 相談時間　午前9時～午後5時※土・日曜日、祝日、
年末年始を除く

「歯科医院への通院が困難」「訪問歯科診療を行ってい
る歯科医院が知りたい」などの相談があるとき
・在宅歯科医療推進窓口☎080―1391―8020
・ 相談時間　午前10時～午後3時（正午～午後1時を
除く）※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

健康相談（要申し込み）
日　　時　3月18日㈪
　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします。
場　　所　保健センター
内　　容　 保健師、栄養士、歯科衛生士による食事、

生活習慣、歯の健康についての相談

保 健 室保 健 室
みんなのみんなの

問い合わせ 健康づくり課（保健センター内）
長野2－3－17  T E L：５５３－００５３  ＦＡＸ：５５５－２５５１

子どもの健康悩みを相談してみませんか　3月は「自殺対策強化月間です」
　自殺に追い込まれるという危機は、誰にでも起こり
得るものです。危機に陥った場合には、誰かに支援を
求めることが大切です。
　また、自殺を考えている人は、悩みを抱えながらも
「自殺の危険を示すサイン」を発していることが多いと
いわれています。身近な人の変化に気づいてあげてく
ださい。

身近な相談窓口
・＃いのちSOS
　電話相談　 月～水・金～日曜日 午前0時～翌日午前

0時(24時間)
　　　　　　 木曜日　午前6時～ 0時☎0120―061

―338
・よりそいホットライン
　電話相談　24時間対応☎0120―279―338

忍城をブルーライトアップします
　平成19年の国連総会において、毎年4月2日を「世界自閉症啓発デー」とすることが
決議され、全世界の人々に自閉症を理解してもらう取り組みが行われています。
日本でも、自閉症をはじめとする発達障害を知ってもらうため、4月2日の「世界自閉

症啓発デー」から8日までを「発達障害啓発週間」と位置付けています。市では、この間、
忍城をシンボルカラーのブルーにライトアップし、広く啓発する活動を行います。
　自閉症をはじめとする発達障害について知ること、理解をすることは、誰もが個人
として等しく尊重されるとともに支え合いながら、生き生きと暮らし続けられる共生
社会の実現につながります。皆さんのご理解とご支援をお願いします。

▶日　　時　4月2日㈫～ 8日㈪　日没～午後10時
▶問い合わせ 福祉課障がい福祉グループ(内線265)

・いのちの電話
　電話相談　 午後4時～ 9時
　　　　　　※ 毎月10日のみ午前8時～翌日午前8

時☎0120―783―556
　電話相談　 午前10時～午後10時☎0570―783―

556
・こころの健康相談統一ダイヤル
　電話相談　24時間対応☎0570―064―556
・こころの相談（健康づくり課）☎553―0053

こども向
む
け相
そうだん
談窓
まどぐち
口（18歳

さい
まで）

・チャイルドライン
　電話相談　午

ご ご
後4

よ
時
じ
～ 9

く
時
じ
☎0120―99―7777

・こどものS
えすおーえす
OSの相

そうだん
談窓
まどぐち
口

　電話相談　24時
じかん
間対
たいおう
応☎0120―0―7

なやみいおう
8310

日　　時　 3月14日㈭午前9時30分～10時30分(15
分ごとの予約制)

場　　所　保健センター
内　　容　 歯科健診、位相差顕微鏡による口腔内細菌

の確認(希望者のみ)
対　　象　市内在住で次のいずれかに当てはまる方
　　　　　① 就学前のお子さんとその保護者(健診は

保護者のみでも可)
　　　　　②20～39歳の方
　　　　　※健診は、同一年度内1回の受診となります。
入 場 料　無料
定　　員　25人(先着順)
持 ち 物　乳幼児は母子健康手帳
申し込み　 3月12日㈫までに直接または電話で健康

づくり課

親子の歯科健診・ヤング歯科健診

第9回ノルディック・ウォークin上野村
日　　時　4月13日㈯午前8時30分～午後1時
場　　所　 ヴィラせせらぎ下特設会場(群馬県多野郡

上野村勝山684―1)
内　　容　 約6.2キロメートルのノルディック・ウォー

クを楽しむ。参加者には、次の特典があり
ます。

　　　　　① オリジナルコースターと地元農産物のプ
レゼント

　　　　　②上野村の特産品が当たる大抽選会
参 加 費　 大人2,000円、中学生以下500円
　　　　　※送迎バスを希望する場合、別途2,000円
持 ち 物　 飲み物、カッパなど両手が自由になる雨具、

帽子、防寒具、健康保険証、マスク
主　　催　 上野村ノルディックウォーク大会実行委員

会　
そ の 他　・ 上野村から行田市間に有料送迎バスを運

行します(先着40人)。
　　　　　　※ バスは当日午前6時に行田市役所を出

発予定
　　　　　　※団体での申し込みはお断りする場合あり

　　　　　・ 申し込み後、参加を取り消されても参加
費は返金できません。荒天などにより大
会が中止の場合も返金できません。

申し込み　 【送迎バスを希望の場合】
　　　　　3月4日㈪から受付開始
　　　　　①必ず電話で申し込みください。
　　　　　② 郵便局の払込取扱票(青色)に氏名、住所、

電話番号、年齢、ポールレンタルの有無、
送迎バス希望の有無を明記し、参加費を
3月31日㈰までに振り込んでください
(振込手数料は申込者負担）。　

　　　　　　※ 振り込み先　一般社団法人上野村産業情
報センター 00100―6―513626(ゆう
ちょ銀行)ゆうちょ銀行以外からの振り
込みの場合は〇一九支店 当座0513626

　　　　　【送迎バス不要の場合】
　　　　　 上記②の手順から申し込んでください(電

話連絡は不要)。
問い合わせ　 一般社団法人上野村産業情報センター☎

0274―20―7070
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郷
土
博
物
館
が
保
管
す
る
小
川
家
文
書
に

は
、
近
代
の
競
馬
に
関
す
る
資
料
が
多
数
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
小
川
家
は
大
正
か
ら
昭
和
に
か

け
て
足
袋
原
料
問
屋
を
営
ん
で
い
ま
し
た
が
、

店
の
創
始
者
で
あ
る
小
川
忠
次
郎
は
本
業
の
か

た
わ
ら
競
走
馬
の
馬
主
も
し
て
い
ま
し
た
。
今

回
は
、
そ
ん
な
小
川
家
の
競
馬
関
係
資
料
か
ら

「
北
埼
玉
郡
大
競
馬
会
二
日
目
組
番
」
を
紹
介

し
ま
す
。

　
本
資
料
は
昭
和
23
年
（
1
9
4
8
）
3
月
14

日
に
須
影
村
（
現
・
羽
生
市
）
で
開
催
さ
れ
た

競
馬
会
の
組
番
（
レ
ー
ス
表
）
で
す
。
当
時
は

ま
だ
農
業
や
運
輸
に
馬
を
使
う
こ
と
も
多
く
、

馬
を
飼
っ
て
い
る
家
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
た
め
、
寺
社
の
祭
礼
に
伴
う
も
の

や
民
間
の
愛
好
家
に
よ
る
も
の
な
ど
、
草
競
馬

（
馬
券
を
発
行
せ
ず
に
行
う
競
馬
）
が
身
近
な

と
こ
ろ
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。
行

田
市
域
で
も
、
農
業
機
械
が
急
速
に
普
及
す
る

昭
和
30
年
代
ご
ろ
ま
で
は
、
馬
に
よ
る
農
作
業

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
本
資
料
を
詳
し
く
見
て
み
る
と
、
出
走
馬
の

名
前
、
年
齢
、
毛
色
、
住
所
、
そ
し
て
馬
主
の

氏
名
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
現
代
の
競
馬
で
は

出
馬
表
に
騎
手
の
名
前
も
書
か
れ
て
い
る
こ
と

が
多
い
で
す
が
、
本
資
料
に
騎
手
の
名
前
は
見

え
ま
せ
ん
。
出
走
馬
の
住
所
は
主
に
埼
玉
県
北

部
か
ら
東
部
地
域
で
、
会
場
と
な
っ
た
羽
生
は

も
ち
ろ
ん
、
近
隣
の
加
須
や
行
田
か
ら
も
特
に

多
く
の
馬
が
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
現
在
の
行
田
市
域
に
当
た
る
町
村
か
ら
の

出
走
馬
数
を
見
て
み
る
と
、
須
加
村
、
北
河
原

村
、
南
河
原
村
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
1
頭
ず
つ
、
荒

木
村
か
ら
2
頭
、
忍
町
か
ら
5
頭
、
太
田
村
か

ら
8
頭
と
な
っ
て
い
ま
す
。
太
田
村
は
村
域
も

広
く
、
馬
を
飼
う
家
が
多
か
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
馬
の
名
前
を
見
て
み
る
と
、
須
加
村

の
「
は
ん
ど
う
」、
南
河
原
村
の
「
シ
ン
一い

ち

」、

荒
木
村
の
「
ケ
ン
カ
ブ
ト
」、
忍
町
の
「
第
三

曙あ
け
ぼ
の」
な
ど
、
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
・
漢
字
が

混
在
し
て
い
ま
す
。
現
代
の
競
走
馬
が
馬
名
登

録
を
す
る
場
合
、
カ
タ
カ
ナ
2
文
字
以
上
9
文

字
以
内
か
つ
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
18
文
字
以
内
な

ど
細
か
な
規
則
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
本

資
料
に
出
て
く
る
出
走
馬
は
草
競
馬
の
馬
で
あ

る
た
め
か
、
自
由
に
名
付
け
ら
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。
行
田
で
暮
ら
し
た
馬
た
ち
は
、
ど
ん
な

レ
ー
ス
を
繰
り
広
げ
た
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で
し
ょ
う
か
。
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末
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ふ
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な
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、
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き
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封
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で
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忍
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呼
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と
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由
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𠮷
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々
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栄
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馬
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テ
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持
田

中
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正
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搔
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集
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日
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沢
　
一
水
　
選
）

私
の
作
品

▶日　　時　3月20日㈬午後1時30分(午後1時10分開場)
▶場　　所　「みらい」映像ホール
▶内　　容　「ゴンザとソウザ」(24分)
　　　　　　 世界最初の「露日辞典」を作り上げた様子を

アニメーションで描きます。
▶定　　員　70人(先着順)

16ミリフィルム春の映写会

資
料
が
か
た
る

行
田
の
歴
史

60

行
田

歴
史
系
譜
360

北
埼
を
駆
け
た
競
走
馬

図書館来て！
見て！

行田市立図書館
佐間 3-24-7
TEL：556-4227
FAX：555-3770

開館時間：午前9時～午後7時

休館日：3月4日㈪・9日㈯・11日㈪・18日㈪・25日㈪、
　　　　　　　　4月1日㈪、2日㈫、8日㈪
※休館日の図書の返却はブックポストをご利用ください。

URL  https://www.lib-gyoda-saitama.jp

　図書館では多くの皆さんに親しまれ、数多く貸し出さ
れることで傷んでしまった本の買い替えを定期的に行っ
ています。今年度は人気のある文庫本と児童書を中心に
買い替えを行いました。
・鬼役シリーズ 坂岡真／著
・剣客船頭シリーズ 稲葉稔／著
・眠狂四郎シリーズ 柴田錬三郎／著
・魔界屋リリーシリーズ 高山栄子／作
・ほねほねザウルスシリーズ カバヤ食品株式会社／
　原案・監修  他多数

人気のある本を新しくしました ぎょうだ電子図書館　おすすめ本
ぎょうだ電子図書館（https://web.d-library.jp/gyoda/）
・るるぶ神戸 '24 
・リンカーン -アメリカを変えた大統領
　越水利江子/作 
・僕の明日を照らして 瀬尾まいこ/著
・武将の運命 海音寺潮五郎 /著

　
今
月
は
、
昨
年
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
大
阪
府
貝

塚
市
で
行
わ
れ
た
第
40
回
日
本
菊
花
全
国
大
会
三
本
立

単
鉢
の
部
で
大
阪
市
長
賞
を
受
賞
し
た
野
澤
今
伊
作
さ

ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
野
澤
さ
ん
は
4
年
前
に
前
自
治
会
長
に
菊
花
を
育
て

る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
妻
・
の
り

子
さ
ん
が
始
め
て
す
ぐ
に
出
場
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
の
大
会
で
優
勝
し
、「
妻
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で

優
勝
し
た
な
ら
、
私
は
菊
で
賞
を
取
り
た
い
」
と
感
化

さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
菊
花
展
を
訪
れ
、
入
選
者
に
育
て
方
を

聞
い
た
り
、
夜
遅
く
ま
で
勉
強
し
た
り
す
る
な
ど
菊
花

を
育
て
る
こ
と
に
熱
心
な
野
澤
さ
ん
。
そ
ん
な
野
澤
さ

ん
が
初
め
て
出
品
し
た
の
は
令
和
4
年
に
開
催
さ
れ
た

第
48
回
行
田
市
菊
花
展
で
し
た
。
そ
こ
で
見
事
行
田
市

長
賞
を
受
賞
し
、
幸
先
の
良
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し

た
。

　
昨
年
の
行
田
市
菊
花
展
で
は
、
農
林
水
産
大
臣
賞
を

受
賞
。
ま
た
、
友
人
に
勧
め
ら
れ
て
参
加
し
た
群
馬
県

太
田
市
で
行
わ
れ
た
関
東
大
会
で
は
大
光
院
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
賞
が
続
い
た
こ
と
で
第
40
回
日

本
菊
花
全
国
大
会
へ
の
出
品
を
決
意
。「
応
募
し
た
時

は
蕾
の
状
態
で
、
ど
の
よ
う
な
花
が
咲
く
か
分
か
ら

ず
、
出
た
と
こ
勝
負
だ
っ
た
」
と
の
こ
と
。
大
会
当

日
、
見
事
な
菊
の
咲
き
具
合
に
感
動
し
、「
こ
ん
な
に

き
れ
い
に
咲
く
と
思
わ
な
か
っ
た
。
こ
れ
な
ら
手
入
れ

は
い
ら
な
い
」
と
他
の
出
品
者
が
自
分
の
菊
を
良
く
見

せ
よ
う
と
手
入
れ
を
し
て
い
る
中
、
野
澤
さ
ん
は
そ
の

ま
ま
の
状
態
で
勝
負
に
臨
み
ま
し
た
。
天
地
人
や
色
合

い
、
形
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
菅
物
の
三
本
立
単
鉢
の
部

で
総
合
1
位
を
獲
得
し
、
大
阪
市
長
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　
「
ま
さ
か
全
国
大
会
で
も
賞
を
受
賞
で
き
る
と
思
わ

な
か
っ
た
」
と
語
る
野
澤
さ
ん
。
昨
年
の
各
大
会
で
受

賞
し
た
こ
と
を
糧
に
、
今
年
は
全
国
大
会
で
大
阪
市
長

賞
よ
り
上
位
の
賞
で
あ
る
参
議
院
議
員
賞
を
取
り
た
い

と
目
標
を
さ
ら
に
高
く
掲
げ
ま
し
た
。
受
賞
へ
の
願
い

と
わ
が
子
の
よ
う
な
愛
情
を
菊
に
込
め
、
今
年
も
野
澤

さ
ん
の
挑
戦
は
続
き
ま
す
。

日
本
菊
花
全
国
大
会
で
大
阪
市
長
賞
を
受
賞

野
澤
　
今け

い伊
作さ

く
さ
ん（
76
歳
）（
藤
原
町
）

行田人ぎょうだじん

いき いき

＜ＤＶＤ＞
・9人の翻訳家
・99歳の詩人柴田トヨ
・さよなら銀河鉄道999　
・心に残るあの頃の風景

今月のおすすめＤＶＤ・ＣＤ
＜ＣＤ＞
・銀河鉄道999ソングコレクション 
　ささきいさお 他／演奏
・こどものツェルニー 田村宏／演奏　
・のりものダイスキ!! Luna Luna 他／歌
・9999 THE YELLOW MONKEY
　／演奏

北埼玉郡大競馬会二日目組番
（郷土博物館寄託小川家文書）

＜一般＞市内小・中学生おすすめ本
＜児童＞和のこころ
※特集は告知なく変更となる場合があります。

今月のテーマ展示
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1
28

SUN

1
31

WED

1
27

SAT

2
3
SAT

2
2
FRI

「みらい」文化ホールで地域共生社会推進フォーラム～
地域の「つながり」と「支え合い」を考える～が開催されま
した。
当日は市の現状や取り組みなどの説明の他、厚生労働
省職員の米田隆史さんによる基調講演や、地域の活動者
による実践報告が行われました。また、パネルディスカッ
ションでは文京学院大学教授の中島修さんや行田市医師
会、長野地区自治会連合会などの代表者を交えて、地域
共生社会の推進に向けた意見交換を行いました。

浮城シニアクラブ連合会主催のいきいき芸能発表大会
が「みらい」文化ホールで開催されました。
4年ぶりに行われたこの催しでは、舞台衣装を身にま

とった17組の出演者がカラオケや舞踊を披露。観客はそ
の歌声や踊りに盛大な拍手を送っていました。

行田グリーンアリーナを会場に「三方領知替200年記
念 第32回行田市なわとび大会」が開催されました。
市内の小学生65人が、あや跳びや二重跳び、時間跳

びなど全7種目に参加。団体種目の長なわ10人並び跳
びでは、練習の成果を発揮しようと、選手一人一人が声
を出しながら息を合わせてジャンプしていました。

中央公民館で「三方領知替200年記念 第14回行田市
少年少女囲碁大会」が開催されました。
19路盤戦（ノーハンデ戦・ハンデ戦）と13路盤戦に分

かれて行われた競技に、市内外から幼児や、小・中学生
66人が参加。碁を打つ音が会場内に響く中、選手たちは
碁盤を挟んで白熱した戦いを展開しました。

行田中学校3年生15人が、総合的な学習の時間「伸び
ゆく行田構想論」で市役所を訪れました。
この授業は、政治・経済をテーマに議場を使って、行
田市長や市職員と質疑応答を行うというもの。生徒らから
行田市長に向けて、「ふるさと行田を発展させたい」など
思いあふれるさまざまな提案がなされました。

地域共生社会推進フォーラム

いきいき芸能発表大会なわとび大会少年少女囲碁大会

総合的な学習の時間で
行田中学校生徒が市役所を訪問

行田グリーンアリーナサブアリーナを会場に、「三方領
知替200年記念 第26回公募行田市美術展」が開催され
ました。
今回出品されたのは、絵画・彫

ちょう
塑
そ
・工芸・書・写真の計

323点。来場者は、作品に込められた意図などに思いを巡
らせながら、一点一点時間をかけて鑑賞していました。

1
27

SAT

2
3
SAT

持田にある宝蔵寺で第70回文化財防火デー消防訓練
が実施されました。
この日の訓練は「宝蔵寺敷地内で火災が発生し、風が強

く本堂に延焼する恐れがある」という想定で行われたもの。
火災の発生を知った近隣住民は、初期消火などの応援に駆
けつけるとともに、文化財や重要書類などを協力し合って
速やかに外へ持ち出していました。

行田八幡神社で第10回忍城下節分祭豆まきが開催さ
れ、多くの人出でにぎわいました。
 当日は忍城おもてなし甲冑隊や県立進修館高等学校ダン
ス部のパフォーマンスなどが行われた後、メーンイベントの
豆まきへ。裃を着た参加者らが「鬼は外、福は内」の掛け声
とともに豪快に福豆をまくと、「福」を求める参拝者が懸命
に手を伸ばしていました。

文化財防火デー消防訓練

節分祭豆まき
行田市美術展9 12

FRI MON

2
～
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イベントイベント

▶�日時　4月2日㈫～ 5月26日㈰
▶�場所　県立さきたま史跡の博物館
企画展示室
▶�内容　本市の日本遺産構成文化財
やその写真、それに関連する出土
品、図面などを展示し紹介すると
ともに、埼玉古墳群や忍城跡がな
ぜ日本遺産の構成文化財に認定さ
れているのかについて解説する。
▶�入館料　大人200円、大学生・
高校生100円、小・中学生無料
※団体割引あり
▶�共催　行田市教育委員会、県立さ
きたま史跡の博物館、行田市日本
遺産推進協議会
▶�問　文化財保護課☎553―3581

▶�日時　3月1日㈮～ 29日㈮午前9
時～午後6時（土曜日は午後1時
まで）※木・日曜日、祝日を除く
▶�場所　ミキ薬局埼玉行田店（佐間
1―27―3）
▶�内容　福助人形や福助の引き札、
猫グッズなどの展示
▶�問　栗原☎090―1535―4460

▶�日時　3月4日㈪～4月26日㈮午
前9時～午後3時※土・日曜日、
祝日を除く
▶�場所　武蔵野銀行行田支店ロビー
（行田4―5）
▶�内容　大正・昭和の絵本と塗り絵
などの展示
▶�問　栗原☎090―1535―4460

さきたまスペシャルテーマ展
埼玉古墳群と日本遺産

福助さん猫ちゃん
collection展

メルヘンの世界
繪
え

本と塗り絵展

▶�日時　4月7日㈰午前9時開始
▶�場所　馬見塚第2集会所（馬見塚
913）
▶�その他　ごみ袋は用意します。汚
れてもよい服装でご参加くださ
い。
▶�問　星川の自然とキタミソウを守
る会会長栗原☎557―0091

講座・講座・講演講演・・教室教室

　市では、防災士資格取得者のさら
なる防災知識および技能の向上、ま
た防災士間の交流を図るため、研修
会を開催します。
▶�日時　3月23日㈯午前9時30分～
正午（午前9時から受け付け）
▶�場所　商工センター 2階ホール
▶�内容　防災に関する講義、参加者
の意見交換
▶�対象　市内在住もしくは在勤で防
災士資格をお持ちの方※行田市防
災士養成講座で資格を取得した方
を除く
▶�定員　30人（先着順）
▶�参加費　無料
▶�申込方法　住所、氏名、生年月
日、電話番号を明記（様式自由）の
上、持参、郵送、FAX、Eメール、
行田市電子申請・届出サービスの
いずれかの方法により3月13日
㈬までに提出してください。
　�【持参・郵送】〒361―8601 行田
市本丸2―5　行田市危機管理課
　【FAX】556―2117
　�【Eメール】kikikanri@city.gyoda.
lg.jp
▶�問　同課（内線281�
・282）

春のクリーン大作戦および
キタミソウの観察会

防災士研修会

▶�日時　4月6日㈯午前10時～午後
4時
▶�場所　コミュニティセンターみず
しろ
▶�内容　市民活動団体によるパネル
展示やボランティア団体などによ
る飲食販売※パネル展示は4月6
日㈯～ 11日㈭

▶�共催　市民活動フェア実行委員
会、行田市、行田市市民活動サ
ポートセンター
▶�問　市民活動サポートセンター☎
598―8616

市民活動フェア2024
春まつり

▶�日時　3月12日㈫午後1時30分～
3時30分
▶�場所　コミュニティセンターみず
しろ102会議室
▶�内容　市民活動団体向けの助成金
を活用するための解説や申請のポ
イントを紹介する。
▶�定員　20人（先着順）
▶�参加費　無料
▶�申申・問　3月1日㈮から二次元
コードを読み取り必要事項を入力
し送信するか、直
接または電話で地
域活動推進課（内線
252）

▶�日時　3月16日㈯午前10時～ 11
時15分
▶�場所　中央公民館第1学習室
▶�内容　相続に重点を置いた空き家
対策の必要性や、建物を相続する際
のこつなどを分かりやすく解説する。
▶�対象　市内在住・在勤の方
▶�定員　60人（先着順）
▶�受講料　無料
▶�持ち物　筆記用具
▶�問　同館☎556―2649

▶�日時　3月16日㈯午後1時30分～
3時30分
▶�場所　「みらい」文化ホール
▶�内容　浅倉孝朗さん（埼玉県環境
アドバイザー）による講演「私たち
の暮らしとごみ問題」
▶�定員　300人（先着順）
▶�入場料　無料
▶�主催　行田市衛生協力会連合会
▶�問　環境課☎556―9530

市民活動団体向けの
助成金活用講座

～空き家対策～
相続おしかけ講座

ごみ問題を考えるつどい

▶�日時　3月5日～ 26日の毎週火曜
日①午前10時～ 11時②午前11時
15分～午後0時15分③午後1時
～2時および3月1日～ 29日の毎
週金曜日④午前9時30分～ 10時
30分⑤午後7時30分～8時30分
▶�場所　行田グリーンアリーナ研修
室または柔道場
▶�対象　18歳以上
▶�参加費　各回1,000円
▶�申申・問　行田グリーンアリーナ☎
553―3377

▶�日時　4月19日㈮午後2時～3時
50分（午後1時30分から受け付け）
▶�場所　商工センター 403研修室
▶�講師　栗原和江さん・笠原洋子さ
ん（NPO法人くまがやピンクリボ
ンの会）、根岸智子さん（フリーア
ナウンサー、ヨガインストラクター）
▶�定員　30人
▶�参加費　無料
▶�申申・問　保険のやまもと☎555
―2211

▶�日時　4月11日～ 9月26日の第
2・第4木曜日（月2回）午前10時
～正午
▶�場所　コミュニティセンターみず
しろ201会議室
▶�内容　話しながら楽しく中国語会
話を学ぶ。
▶�定員　10人（先着順）
▶�受講料　無料※運営費として別途
月額500円
▶�持ち物　筆記用具
▶�申申・問　3月7日㈭から中国を楽し
む会飯田☎090―2625―0401

ヨガクラブ活動体験

乳がん子宮頸がん
セミナー×椅子ヨガ体験

初級中国語会話体験講座

▶�日時　3月16日㈯正午～午後3時
※荒天の場合17日㈰に延期予定
▶�場所　カインズ行田店駐車場（持
田780）※ワークマン女子店舗東
側
▶�内容　地域活動団体による活動
紹介・体験会・販売会・ワーク
ショップ、豚汁とポップコーンの
販売（売り上げを能登半島地震災
害義援金として寄付）
▶�後援　行田市
▶�問　（公社）行田青年会議所事務局
☎556―4115

つながリングフェスタ～支え合
い・助け合いの輪を拡げよう～

市制施行75周年記念 行田春まつり

▶�日    時　�4月6日㈯午前10時～午後4時（交通規制は午前10時～
午後5時）

▶�内    容　植木などの露店出店、各種催し物
▶�主    催　行田春まつり実行委員会
▶�そ の 他　�会場およびその周辺で無人飛行物体（ドローンなど）の使用

を禁止します。
▶�問い合わせ　同実行委員会☎090―7814―9615

産業文化会館

行田地方庁舎

行田市民プール
忍小
文

P
来場者
駐車場

コミュニティセンターみずしろ

WC

WC

WC

WC

水城公園

至吹上

交通規制略図

車両
通行禁止区域

（自転車含む）

（歩行者天国）
※降車しての自転車
　は可

〈凡例〉

◎交通規制時間内、市内循環
　バスは「水城公園停留所」
　には停車しません。

広告広告
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行田市の人口と世帯
※（　）内は前月比

【住民基本台帳人口】
（令和6年2月1日現在）

人口78,337人（―79）　男38,810人（―30）　女39,527人（―49）　世帯数36,101世帯（14）
1月中の異動　出生26人　転入等226人　死亡127人　転出等204人

■�市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。市報をデイジー版に録音したものを
希望者宅にお届けします。ご希望の方は、広報広聴課（内線318）まで。

▶�日時　3月16日～ 30日の毎週土
曜日（全3回）【1部】午後3時〜 4
時【第2部】午後7時〜 8時

▶�場所　中央公民館レクリエーショ
ン室他
▶�内容　突き蹴り、攻撃の避け方、
つかまれたときの逃げ方、座禅体
験など、体を動かしながら武道の
教えと護身術の基本を学ぶ。
▶�対象　小学生以上（一人での参加
可）
▶�定員　各部10人（先着順）
▶�参加費　無料
▶�申申　3月14日㈭までに二次元
コードを読み取り必要事項を入力
の上、送信
▶�問　少林寺拳法行
田南道院拳友会向
井☎050―6881
―8364

▶�日時　3月23日～5月11日の毎週
土曜日（全8回、予備日は5月18
日・25日）午前9時～ 10時
▶�場所　富士見公園庭球場
▶�対象　小学生（その他は要相談）
▶�定員　30人程度（先着順）
▶�参加費　4,000円（コート代およ
びボール代）※初日に徴収
▶�その他　ラケットの貸し出しあり
（数本）。
▶�申申・問　Eメールまたはショー
トメールで横田☎090―2733
―5192【Eメール】gyoda.t.k@
gmail.com

親子で楽しむ
少林寺拳法教室

硬式テニス教室

自衛官候補生
▶�受付期間　年間を通じて受け付け
▶�対象　日本国籍を有する18歳以
上33歳未満の方
一般曹候補生
▶�受付期間　3月1日㈮～5月7日㈫
▶�試験日　受付時にお知らせ
▶�試験会場　受付時にお知らせ
▶�対象　日本国籍を有する18歳以
上33歳未満の方
一般幹部候補生
▶�受付期間　3月1日㈮～ 4月12
日㈮
▶�試験日　受付時にお知らせ
▶�対象　日本国籍を有する22歳以
上26歳未満の方（20歳以上22歳
未満の方は大卒（見込み含む））
いずれも
▶�その他　個別相談などの対応も可
能です。試験日および試験会場は
変更することがあります。
▶�問　防衛省自衛隊埼玉地方協力本
部熊谷地域事務所☎522―4855

▶�活動期間　7月1日～令和8年6
月30日（2年間）　

▶�活動内容　日常生活の範囲内で知
り得た河川の情報を河川管理者に
連絡する。　
▶�応募要件　利根川付近に住む20
歳以上の方　
▶�その他　手当を支給予定　
▶�申申　利根川上流河川事務所ホーム
ページから応募用紙をダウンロー
ドし、必要事項を記入の上、5月
7日㈫までに同事務所へ提出して
ください。　
▶�問　同事務所☎0480―52―
3960

自衛官等

河川愛護モニター

▶�日時　毎月第1・3日曜日の午前
9時～ 11時※第1回は4月14日
㈰
▶�場所　行田グリーンアリーナ
▶�内容　走る跳ぶなどの陸上運動の
基本を学ぶ。
▶�対象　小学生
▶�定員　80人
▶�費用　【入会金】1,500円
　　　　【月額】500円
▶�主催　行田市陸上競技協会
▶�申申　4月14日㈰午前9時～ 10時
に直接行田グリーンアリーナ2階
研修室
▶�問　同協会大嶋☎556―0983ま
たは森☎554―6615

相　　談相　　談

▶�日時　3月23日、4月27日、5月
25日の各土曜日午後1時30分～
3時
▶�場所　深谷若者サポートステー
ション（深谷市西島4―2―61ウ
エストビル2階）
▶�内容　専門家による個別相談やセ
ミナー、企業での職場体験を通し
て就労につなげるサポートなど
▶�対象　15歳～ 49歳の働いていな
い方
▶�参加費　無料
▶�持ち物　筆記用具
▶�主催　深谷若者サポートステー
ション（厚労省委託事業）
▶�申申・問　各開催日の1週間前まで
に電話で深谷若者
サポートステーショ
ン☎577―4727

小学生陸上運動教室

「働きたいけど自信がない！」
と悩む方および家族のための
利用説明会

　市教育委員会では、放課後子ども
教室（わくわくクラブ）を実施してい
ます。「子どもが好きで、子供たち
の成長を見守っていきたい」という
方をお待ちしています。
▶�活動場所　市内小学校の放課後の
空き教室や体育館など
▶�活動内容　遊び・スポーツ・学習・
文化活動などの運営、子供たちの
活動の見守りやサポート、終了後
の保護者への引き渡しなど
▶�応募資格　18歳以上の方
▶�報酬　1回1,500円
▶�申申・問　生涯学習スポーツ課☎
556―8319

放課後子ども教室
運営スタッフ

▶�日時　4月1日㈪午前10時～ 11
時30分
▶�場所　総合福祉会館「やすらぎの
里」
▶�内容　子育て中の仲間と子育てに
ついて語らう。
▶�対象　市内在住で乳幼児を持つ保
護者
▶�定員　親子30組（託児あり）
▶�参加費　1組100円
▶�主催　行田市民生委員・児童委員
連合会
▶�後援　行田市、行田市教育委員
会、行田市社会福祉協議会
▶�申申・問　3月1日㈮～ 31日㈰午
後3時に同協議会☎557―5400

▶�日時　3月13日㈬、4月17日㈬、
いずれも午後1時30分～4時30分
▶�場所　上柴公民館小会議室2（深
谷市上柴町4―2―14・3階キラ
ラ上柴内）
▶�相談内容　相続、遺言、登記、債
務整理、不動産の名義変更など
▶�相談方法　面談相談（1組1時間、
要予約）
▶�相談料　無料
▶�主催　埼玉司法書士会
▶�申申　各日1週間前までに電話で総
合相談センター☎048―838―
7472
▶�問　同会事務局☎048―863―
7861

募　　集募　　集

▶�活動内容　市民祭・行田浮き城ま
つりの企画や準備、当日の会場運営
▶�対象　市内在住の方
▶�募集人数　10人程度
▶�申申・問　市民祭・行田浮き城まつ
り委員会栗原☎554―3591

子育て談話室「たんぽぽ」

県北総合相談センター
出張法律相談会

市民祭・行田浮き城まつり
実行委員

スポーツスポーツ

▶�日時　3月24日㈰午前10時～午
後4時
▶�場所　行田グリーンアリーナメイ
ンアリーナ
▶�種目　バスケットボール、バドミ
ントン、卓球
▶�利用時間　1種目当たり1時間ま
で
▶�利用料　大人100円、小人50円
※市内在住の方
▶�費用　バドミントンシャトル1個
150円、卓球ボール1個100円
（持参可）
▶�問　同館☎553―3377

グリアリスポーツの日

市ホームページで情報発信！「みんなの広場」・「すまいるウォッチ」

　市ホームページでは、市民の皆さんが活動の情報や写真などを投稿で
きる場をトップページに設けています。ぜひ、ご活用ください。

みんなの広場
▶�掲載できる情報　
　�【募集情報】サークル活動などの会員、ボランティア、作品など
　�【おでかけ・イベント情報】営利目的でないイベント・講座など
　�【グルメ情報】市内の店舗で食べた料理や自分で作った
料理の写真やレシピなど
　�【フォト】市内で撮った風景、人物、ペットなどの写真
　�【自由テーマ】上記以外で、市民の皆さんにお知らせし
たい情報

すまいるウォッチ
　市民の皆さんのすてきな笑顔の写真を時刻とともに市
ホームページ上に表示するものです。
▶�応募できる写真　市内在住・在勤・在学の方の笑顔の
写真または見た人が笑顔になれるような人物写真

いずれも
▶�投稿方法　応募フォームから必要事項を入力の上、投稿してください。
▶�問い合わせ　広報広聴課（内線318・322）

広告広告
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環境にやさしい
植物油インキ

ホームページ https://www.city.gyoda.lg.jp

　行田市立図書館では、令和4年1月から電子図書館サービス
を開始しました。現在は気になる本を電子でも見つけることが

でき、読書を楽しめます。
　もっと便利に、より使いやすく進化していく図書館をこの機会に活用してみませ
んか。
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はじめまして
令和5年3月生まれのおともだち
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● 3月1日㈮～29日㈮に電話またはEメールで広報広聴課（内線
322） ※応募要領は市ホームページをご覧ください。

● 応募者多数の場合は、4月2日㈫午前11時から市役所203会議室
で公開抽選を行います。

令和5年5月生まれのお子さんを募集します
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市職員によるプロジェクトチーム「IGZO GYODA」
では、動画を作成し、本市のさまざまな魅力を
YouTube「ぎょうだ動画チャンネル」で配信して
います。ぜひご覧ください。

市長コラム市長コラム
 新しい行田へ

第6回 「足袋を履くことにしました」

「行田といえば？」ゼリーフライ、お城、古代蓮、古墳…。私が市外の方と行田の話をし
ていると、ほとんどの方が思いつくのは、足袋なのです。
江戸時代に武士の妻たちの内職であった行田足袋が、昭和の最盛期には全国シェアの

8割を占めるまでに発展したことは、市民の皆さんご存じですよね。まちなかの裏通りに
響くミシンの音の記憶、あるいはご自身が裁断した
り縫製したりした経験のある方もいらっしゃると思
います。現在も、市内足袋事業者の皆さんが、行
田足袋の歴史と伝統を今に受け継いでいます。
行田のまちなみや文化、ライフスタイルにも大きな影響を与えているのが

足袋。ということで、足袋を履く機会を増やすことにしました。色足袋、柄足
袋、地下足袋、足袋シューズ、洋服に足袋など、時代の変化に合わせて足袋
も進化していますが、やはりトラッドスタイルは着物に白足袋でしょうか。2月
16日の定例記者会見が今年の私の初足袋となりました。（YouTubeの行田
市公式動画チャンネルからご覧になれます）
これまでも通常国会開会式、園遊会、自身主催の新年会、昨年は花手水
week及び希望の光の授賞式など、特別な日や節目の日には着物を着ていま
したが、さらに足袋を履く機会を増やしたいと思っています。また、公約とし
て検討中なのは着物を自分で着ることですが、こちらはまったく自信がありま
せん。
皆さんも日常生活に足袋を取り入れてみませんか。

行田市長  行田邦子


